
  
成果の説明書 

(氏名) 飯島明宏 (学部) 地域政策学部 
１ 重要事項 
 
 環境省推進費による研究 

有機マーカーに着目した PM2.5 の動態把握と正値行列因子分解モデルによる発

生源寄与評価 
群馬県衛生環境研究所と共同実施した PM2.5 中の有機マーカー成分の観測デ

ータを利用し、因子モデルを構築した。正値行列因子分解モデルに適さない観測

データセットをスクリーニングし、計算条件の最適化を行った。主な成果につい

て以下の通り発表した。 
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 科研費基盤 C による研究 
フィールドスタディから発展する教科横断型”環境教育サマーキャンプ”の開発

と実践 
 「水」をテーマに、フィールドスタディ型、e-ラーニング型、ワークショップ型

の環境教育モジュールを開発した。主な成果について以下の通り発表した。 
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３ 次年度以降の計画・抱負 
 
 環境省推進費による研究について 

PM2.5 の観測結果に対し、正値行列因子分解モデルを用いて発生源寄与解析を

実施する。また、大気汚染常時監視データや後方流跡線解析等を利用し、発生地

域の推定も行う。研究の最終年度となるため、成果の取りまとめに力を注ぐ。研

究成果は、第 57 回大気環境学会年会、AGU FALL MEETING 2016 等で発表す

る。なお、本研究は群馬県衛生環境研究所と共同で実施する。 
 

 科研費基盤 C による研究について 
これまでに開発してきたモジュールを活用し、環境教育サマーキャンプを試行

する。参与観察、インタビュー、アンケート調査等を併用し、教育効果の検証を行

う。その際、自由記入およびコメント等のテキスト情報についてはテキストマイ

ニング分析を行う。研究の最終年度となるため、成果の取りまとめに力を注ぐ。

研究成果は日本環境教育学会第 27 回大会等で発表する。 
 
 

 
 
 


